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静岡県第４次地震被害想定（地震・津波対策編 記載内容の補足） 

 (１) 震度階級別の面積集計 
    （単位：㎢） 

 震度７ 震度 6 強 震度 6 弱 震度 5 強 震度 5 弱 合計 

レベル２ 22.1 395.4 549.9 358.2 8.4 1,410.3 

葵区 0.5 88.3 626.3 358.2 8.4 1,066.2 

駿河区 1.8 72.0 0.5  -  - 74.2 

清水区 19.8 235.1 14.9  -  - 269.9 

 ※南海トラフ巨大地震：東側ケース 

 

(２)  液状化危険度別の面積集計 
    （単位：㎢） 

 大 中 小 なし 対象外 合計 

レベル２ 30.6 30.4 9.8 24.4 1,315.1 1,410.3 

葵区 5.6 9.2 3.8 10.3 1,037.3 1,066.2 

駿河区 5.8 8.1 2.5 5.3 52.5 74.2 

清水区 19.2 13.1 3.5 8.8 225.3 269.9 

※南海トラフ巨大地震：東側ケース 

 

(３)  物的被害（建物の全壊数）                  （単位：棟） 

  揺れ 液状化 
人工 

造成地 
津波 

急傾斜地

崩壊 
火災 合計 

レベル２ 約 33,000 約 370 約 3,600 約 2,000 約 680 約 33,000 約 73,000 

葵区 約 6,400 約 100 約 600   約 400 約 11,000 約 18,000 

駿河区 約 7,000 約 70 約 500 約 200 約 80 約 8,300 約 16,000 

清水区 約 20,000 約 200 約 2,500 約 1,800 約 200 約 14,000 約 39,000 

※南海トラフ巨大地震 地震：東側ケース、津波：ケース①の冬・夕ケース 

 

 (４) 人的被害（死者数） 

   
建物 

倒壊 
津波 

急傾斜 

地崩壊 
火災 合計 

レベル２ 約 1,000 約 12,600 約 70 約 140 約 14,000 

葵区 約 100   約 40 約 20 約 200 

駿河区 約 200 約 1,600 約 10 約 20 約 1,700 

清水区 約 700 約 11,000 約 20 約 100 約 12,000 

※南海トラフ巨大地震 地震：東側ケース、津波：ケース①の冬・深夜ケース 
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資料編９－３ 

推定震度分布図 
静岡県第４次地震被害想定 南海トラフ巨大地震 

地震動：基本ケース、津波：ケース① 

資料編９－４ 

推定全壊焼失率図 
静岡県第４次地震被害想定 南海トラフ巨大地震  

地震動：基本ケース、津波：ケース①、季節・時刻：冬・夕方 



  

 

資料編９－５ 

推定焼失率図 
静岡県第４次地震被害想定 南海トラフ巨大地震  

地震動：基本ケース、季節・時刻：冬・夕方 

資料編９－６ 

推定液状化危険度図 
静岡県第４次地震被害想定 南海トラフ巨大地震  

地震動：基本ケース 



資料編９－７ 富士山火山ハザードマップ 

 
溶岩流可能性マップ（出典：富士山ハザードマップ（改訂版）検討委員会報告書） 

 

 

融雪型火山泥流の可能性マップ（出典：富士山ハザードマップ（改訂版）検討委員会報告書） 



資料編９－７ 富士山火山ハザードマップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

降灰の可能性マップ（出典：富士山ハザードマップ（改訂版）検討委員会報告書） 
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市
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は
じ

め
に

 

 

富
士

山
に

お
け

る
火

山
防

災
対

策
は

、
平
成

1
2
年

10
月
か

ら
平
成

1
3
年

５
月

に
か

け
て

低
周
波

地
震

の
多

発
な

ど

を
き

っ
か

け
に

議
論

さ
れ

る
よ

う
に
な

り
、

噴
火

の
影

響
範

囲
が

広
域
に

わ
た

る
こ

と
か

ら
、
平

成
1
3
年
７

月
に
内

閣

府
防

災
担

当
の

主
導

に
よ

り
富

士
山
火

山
防

災
協

議
会

が
発

足
し

、
検
討

が
始

ま
っ

た
。

 

同
協

議
会

に
お

い
て

平
成

16
年

６
月

に
富

士
山

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
が
作

成
さ

れ
た

ほ
か

、
ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
で

予
想

さ
れ

る
災

害
に

対
し

て
予

防
、

応
急

対
策

か
ら

復
旧

・
復

興
対

策
ま

で
各

地
方

自
治

体
レ

ベ
ル

を
超

え
た

広
域

的
な

災

害
対

策
の

検
討

を
行

い
、

平
成

1
7
年
７

月
に

、
各

対
策

の
基

本
方

針
を

「
富

士
山

火
山

広
域

防
災

検
討
会

報
告

書
」

と

し
て

と
り

ま
と

め
た

。
 

そ
の

後
、

富
士

山
の

火
山

災
害

に
対

す
る

防
災

体
制

の
構

築
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
地

域
住

民
等

の
防

災
意

識
の

向
上

に
資

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て
、

富
士

山
火

山
防

災
対

策
協

議
会
（

以
下

、「
協
議

会
」

と
い

う
。
）

が
平
成

2
4
年

６
月

８
日

に
設

置
さ

れ
、

平
成

2
8
年

３
月

2
4
日
に

、
活
動

火
山

対
策
特

別
措

置
法

の
改

正
（
平

成
2
7
年

1
2
月

10
日

施
行

）
に

伴
い

協
議

会
を

法
定

協
議
会

に
改

組
し

た
。

 

協
議

会
で

は
、

平
成

2
6
年

２
月

に
「
富

士
山

火
山

広
域

避
難

計
画
」

を
取

り
ま

と
め

た
が

、
平

成
1
6
年

に
富

士
山

ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

が
作

成
さ

れ
て

以
降

、
様

々
な

研
究

に
よ

り
富

士
山

の
噴

火
履

歴
に

関
す

る
新

し
い

知
見

が
確

認
さ

れ
、

実
績

火
口

の
位

置
や

噴
出

物
の

量
に

関
し

被
害

想
定

を
見

直
す

必
要

性
が

高
ま

っ
た

こ
と

か
ら

、
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を

改
定

す
る

こ
と

を
決

定
し

、
令

和
３
年

３
月

に
新

た
な

富
士

山
ハ

ザ
ー
ド

マ
ッ

プ
（

改
定

版
）

を
公

表
し
た

。
 

改
定

版
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

は
、

近
年

の
研

究
成

果
に

基
づ

い
た

噴
火

実
績

の
見

直
し

が
行

わ
れ

、
想

定
火

口
範

囲
、

溶
岩

流
、

火
砕

流
、

融
雪

型
火

山
泥

流
の

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

加
え

、
大

き
な

噴
石

の
影

響
範

囲
、

降
灰

後
の

土
石

流

の
影

響
範

囲
が

変
更

さ
れ

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

被
害

想
定

区
域

が
拡

大
し

た
た

め
、

本
市

を
含

む
７

市
５

町
が

新
た

に

火
山

災
害

警
戒

地
域

に
指

定
さ

れ
る
こ

と
と

な
っ

た
。

 

ま
た

、
協

議
会

は
、

新
た

な
被

害
想

定
に

対
応

す
る

た
め

、
令

和
５

年
３

月
に

広
域

避
難

計
画

を
「

富
士

山
火

山
避

難
基

本
計

画
」
（

以
下

、
「

基
本

計
画

」
と

い
う

。
）

と
改

称
し

た
う

え
で

、
噴

火
現

象
の

特
性

に
応

じ
た

避
難

対
策

や
、

不
確

実
性

の
高

い
火

山
災

害
に

お
い

て
も

可
能

な
限

り
地

域
社

会
の

経
済

活
動

を
維

持
で

き
る

よ
う

配
慮

し
つ

つ
、

「
『

い
の

ち
を

守
る

』
避

難
を

最
優

先
し

、
『

く
ら

し
を

守
る

』
避

難
に

つ
い

て
も

最
大

限
考

慮
」

す
る

た
め

の
基

本
と

な
る

避
難

方
針

を
ま

と
め

た
も

の
と
し

て
改

定
し

た
。

 

本
市

に
お

い
て

も
、

火
山

災
害

警
戒

地
域

の
指

定
に

伴
い

、
静

岡
市

地
域

防
災

計
画

に
活

動
火

山
対

策
特

別
措

置
法

に
定

め
る

事
項

を
火

山
対

策
編

と
し

て
定

め
る

と
と

も
に

、
実

効
性

の
あ

る
避

難
体

制
を

構
築

す
る

た
め

、
基

本
計

画

で
示

す
基

本
的

な
考

え
方

を
踏

ま
え
、

地
域

の
特

性
に

応
じ

た
静

岡
市
富

士
山

火
山

避
難

計
画
を

策
定

し
た

。
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第
１
章

 
総

則
 

 第
１
節

 
計

画
の

基
本

的
事

項
 

１
 

計
画

の
目

的
 

静
岡

市
富

士
山

火
山

避
難

計
画

（
以

下
、
「

市
避

難
計

画
」
）

は
、

平
常

時
に

実
施

す
る

事
前

対
策

や
噴

火
警

戒
レ

ベ
ル

が
引

き
上

げ
ら

れ
た

場
合

に
実

施
す

る
避

難
対

策
、

避
難

後
の

対
応

に
つ

い
て

定
め

、
こ

れ
ら

の
対

策
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

市
民

の
生

命
、

身
体

及
び

財
産

を
富

士
山

噴
火

に
よ

る
災

害
か

ら
保

護
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。
 

 ２
 

計
画

の
基

本
方

針
 

市
避

難
計

画
は

、
基

本
計

画
及

び
静

岡
市

地
域

防
災

計
画

に
基

づ
き

、
静

岡
市

の
特

性
を

踏
ま

え
、

富
士

山
火

山

災
害

か
ら

の
市

民
等

の
避

難
対

策
の

基
本
的

な
考

え
方

や
具

体
的

な
対
策

を
示

し
た

も
の

で
あ
る

。
 

今
後

、
新

た
な

知
見

や
課

題
が

明
ら
か

に
な

っ
た

場
合

に
は

、
必
要

に
応

じ
計

画
の

修
正

や
充

実
を
図

る
。
 

 

３
 

不
確

実
性

を
踏

ま
え

た
避

難
体

制
 

火
山

災
害

は
、

予
兆

か
ら

噴
火

ま
で

長
時

間
と

な
る

場
合

や
、

結
果

的
に

噴
火

に
至

ら
な

い
場

合
も

想
定

さ
れ

る
。

ま
た

、
噴

火
後

、
数

時
間

で
沈

静
化

す
る
の

か
、

数
年

に
及

ぶ
の

か
に
つ

い
て

も
予

測
で

き
な
い

。
 

こ
の

た
め

、
市

避
難

計
画

で
は

最
も

速
や

か
に

避
難

で
き

る
手

段
を

採
用

す
る

一
方

、
避

難
先

を
選

定
す

る
に

当

た
っ

て
は

、
避

難
が

必
要

と
な

る
住

民
の

生
活

基
盤

維
持

や
一

時
帰

宅
が

過
度

な
負

担
と

な
ら

な
い

よ
う

配
慮

す
る

。
 

 ４
 

対
象

と
な

る
噴

火
現

象
 

基
本

計
画

で
は

、
火

口
形

成
、

火
砕

流
（

火
砕

サ
ー

ジ
）
、

大
き

な
噴

石
、

溶
岩

流
、

融
雪

型
火

山
泥

流
、

降
灰

、

降
灰

後
土

石
流

、
小

さ
な

噴
石

に
つ

い
て

、
影

響
が

想
定

さ
れ

る
範

囲
「

影
響

想
定

範
囲

」
と

、
避

難
を

要
す

る
範

囲
「

避
難

対
象

エ
リ

ア
」

を
そ

れ
ぞ

れ
設
定

し
て

い
る

。
 

市
避

難
計

画
で

は
、

こ
の

う
ち

本
市

に
影

響
を

及
ぼ

す
可

能
性

の
あ

る
火

山
現

象
で

あ
る

溶
岩

流
、

融
雪

型
火

山

泥
流

、
降

灰
を

対
象

と
す

る
。

対
象

と
な
る

現
象

の
特

徴
や

影
響

想
定
範

囲
は

表
１

の
と

お
り
で

あ
る

。
 

一
方

で
、

岩
屑

な
だ

れ
（

山
体

崩
壊

）
や

水
蒸

気
爆

発
、

火
山

ガ
ス

、
空

振
、

火
山

性
地

震
（

地
殻

変
動

）
、

洪
水

氾
濫

、
津

波
に

つ
い

て
は

、
具

体
的

な
場

所
や

影
響

範
囲

、
発

生
の

予
測

が
困

難
な

こ
と

か
ら

、
基

本
計

画
に

お
い

て
対

象
外

と
さ

れ
て

お
り

、
市

避
難

計
画
で

も
対

象
と

し
な

い
。

 

ま
た

、
基

本
計

画
は

富
士

山
が

単
独

で
噴

火
し

た
こ

と
を

前
提

と
し

て
い

る
た

め
、

南
海

ト
ラ

フ
地

震
発

生
後

に

噴
火

す
る

な
ど

の
連

続
災

害
に

つ
い

て
も
、

市
避

難
計

画
の

対
象

外
と
す

る
。

 

 
 



 
 

表
１

 
計

画
の

対
象

と
な

る
噴

火
現

象
 

噴
火

現
象

 
概

要
 

影
響
想

定
範

囲
 

溶
岩

流
 

溶
岩

流
は

、
火

口
か

ら
噴

出
し

た
マ

グ
マ

が

重
力

に
よ

っ
て

地
表

を
流

下
す
る

現
象

で
、

マ

グ
マ

の
物

性
や

噴
出

率
等

に
よ
っ

て
、

流
れ

る

速
度
や

厚
さ

は
大

き
く
変

化
す

る
。

 

溶
岩

流
の

速
度

は
比

較
的

遅
い

た
め

、
一

般

住
民

に
あ

っ
て

は
、

溶
岩

流
の
流

下
状

況
に

応

じ
段
階

的
に

避
難

す
る
こ

と
と

す
る

。
 

 

融
雪

型
 

火
山

泥
流

 

融
雪

型
火

山
泥

流
と

は
、

山
腹

に
積

も
っ

た

雪
が

火
砕

流
等

の
熱

で
一

気
に
融

け
て

水
と

な

り
火

砕
物

や
斜

面
の

土
砂

を
取
り

込
ん

で
、

高

速
（
時

速
6
0
km

 
を
超

え
る
こ

と
も

あ
る

）
で

流
下
す

る
現

象
で

あ
る
。

 

積
雪

が
あ

る
時

期
（

積
雪

期
）

に
限

り
発

生

す
る

た
め

、
積

雪
期

に
噴

火
し
た

場
合

は
、

融

雪
型

火
山

泥
流

に
備

え
て

必
要

な
避

難
を

行

う
。

 

 

 

降
灰

 

（
火
山

灰
）

 

噴
火

に
よ

っ
て

火
口

か
ら

放
出

さ
れ

る
固

形

物
の

う
ち

、
比

較
的

細
か

い
も
の

（
直

径
２

m
m

以
下

）
は

火
山

灰
と

い
わ

れ
、
風

に
よ

っ
て

火

口
か
ら

離
れ

た
広

い
範
囲

に
ま

で
拡

散
す

る
。

 

火
山

灰
は

、
農

作
物

、
交

通
機

関
（

特
に

航

空
機
）
、

建
造

物
な

ど
に

影
響

を
与

え
る

。
 

降
灰

と
は

、
火

山
灰

な
ど

が
地

表
に

降
る

現

象
、

あ
る

い
は

降
り

積
も

っ
た
現

象
で

あ
り

、

降
雨
の

時
に

発
生

す
る
と

泥
雨

と
な

る
。

 

 

 

富
士

山
火

山
避

難
基

本
計

画
、

気
象

庁
H
P
（
ht
tp
s:/
/w
w
w.
jm
a.
go
.jp
/jm

a/
ki
sh
ou
/k
no
w
/k
az
an
/v
ol
sa
ig
ai
/sa
ig
ai
.h
tm
l）

を
一

部
改

変
 

 

２
c
m

 

1
0

c
m

 

3
0

c
m

 

5
0

c
m

 

火
砕

流
到

達
範

囲
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第
２

節
 

避
難

対
象

エ
リ

ア
と

噴
火

警
戒

レ
ベ

ル
 

１
 

避
難

対
象

エ
リ

ア
 

（
１

）
火

口
形

成
・

大
き

な
噴

石
・

火
砕
流

（
火

砕
サ

ー
ジ

）
・

溶
岩
流

 

基
本

計
画

で
は

、
噴

火
現

象
の

影
響

想
定

範
囲

を
、

溶
岩

流
が

最
終

的
に

到
達

す
る

可
能

性
が

あ
る

範
囲

と
し

、

第
１

次
か

ら
第

６
次

ま
で

の
６

つ
の
避

難
対

象
エ

リ
ア

に
区

分
し
て

い
る

。（
図
１

）
 

第
１

次
避

難
対

象
エ

リ
ア

は
想

定
火

口
範

囲
と

し
、

第
２

次
避

難
対

象
エ

リ
ア

は
、

火
砕

流
等

や
大

き
な

噴
石

が
到

達
す

る
可

能
性

が
あ

る
範

囲
と

し
て

い
る

。
以

下
、

溶
岩

流
の

到
達

時
間

に
よ

り
第

３
次

か
ら

第
６

次
の

避

難
対

象
エ

リ
ア

が
設

定
さ

れ
て

い
る
。
 

本
市

域
は

、
一

部
が

第
６

次
避

難
対
象

エ
リ

ア
に

含
ま

れ
て

お
り
、

基
本

計
画

で
は

噴
火

か
ら

約
1
9
日

後
に

溶

岩
流

が
到

達
す

る
と

想
定

さ
れ

て
い
る

（
表

２
）
。

 

 

 

                        

表
２

 
溶

岩
流

等
の

避
難

対
象

エ
リ

ア
 

避
難
対

象
エ

リ
ア

 
行

政
区

 
町

丁
･字

 

第
６
次

避
難

対
象

エ
リ
ア

 
清

水
区

 
蒲

原
、

蒲
原

一
丁

目
、
蒲

原
新

栄
、

蒲
原

東
の
一

部
 

 
 

図
１
 

溶
岩

流
可

能
性

マ
ッ

プ
と
避

難
対

象
エ

リ
ア

 
（

詳
細

図
は

地
理

院
タ
イ

ル
を

加
工

し
て

作
成

）
 

http://#
http://#
http://#
http://#
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（

２
）
融

雪
型

火
山

泥
流

 

基
本

計
画

に
お

い
て

、
融

雪
型

火
山

泥
流

の
避

難
対

象
エ

リ
ア

は
、

富
士

山
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

（
改

定
版

）
検

討
委

員
会

報
告

書
に

お
け

る
融

雪
型

火
山

泥
流

可
能

性
マ

ッ
プ

の
影

響
想

定
範

囲
と

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
事

前

避
難

対
象

区
域

は
、

融
雪

型
火

山
泥

流
ド

リ
ル

マ
ッ

プ
重

ね
合

わ
せ

図
（

危
険

度
区

分
）
（

図
２

）
に

お
い

て
、

事

前
の

避
難

が
必

要
な

区
域

と
さ

れ
て
い

る
エ

リ
ア

で
は

噴
火

前
に
立

退
き

避
難

が
必

要
と

な
る

。
 

本
市

で
は

、
噴

火
し

て
か

ら
約

５
～

６
時

間
後

に
融

雪
型

火
山

泥
流

が
富

士
川

を
流

下
す

る
可

能
性

が
想

定
さ

れ
、

富
士

川
堤

内
が

事
前

避
難

対
象

区
域

と
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
積

雪
期

に
は

河
川

敷
ス

ポ
ー

ツ
広

場
や

緑

地
公

園
利

用
者

等
に

対
し

避
難

を
呼
び

か
け

る
必

要
が

あ
る

（
表
３

）
。
 

 

表
３
 

融
雪

型
火

山
泥

流
の

避
難

対
象
エ

リ
ア

 

避
難

対
象

 
行

政
区

 
町
丁

･
字

 

融
雪
型

火
山

泥
流

 
事

前
避

難
対

象
区

域
 

清
水
区

 
蒲

原
地
先

（
富

士
川

堤
内

）
 

 

 

 

図
２

 
融

雪
型
火

山
泥

流
ド

リ
ル

マ
ッ

プ
重

ね
合

わ
せ
図

（
危

険
度

区
分

）
 

  
 



 
 ２
 
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
 

噴
火

警
戒

レ
ベ

ル
は

火
山

活
動

の
状

況
に

応
じ

、
防

災
機

関
や

住
民

等
の

取
る

べ
き

行
動

を
５

段
階

に
区

分
し

た

指
標

で
あ

る
（

表
４

）
。

富
士

山
を

含
め

、
噴

火
警

戒
レ

ベ
ル

が
運

用
さ

れ
て

い
る

火
山

で
は

、
平

常
時

に
協

議
会

で
合

意
さ

れ
た

避
難

開
始

時
期

や
避

難
対

象
地

域
の

設
定

に
基

づ
き

、
気

象
庁

が
「

警
戒

が
必

要
な

範
囲

」
（

生
命

に
危

険
が

及
ぶ

範
囲

）
を

明
示

し
、
噴

火
警

報
・

噴
火

予
報

に
含

め
て
発

表
す

る
。
 

ま
た

、
噴

火
警

戒
レ

ベ
ル

の
引

き
上

げ
基

準
に

現
状

達
し

て
い

な
い

が
、

今
後

の
活

動
の

推
移

に
よ

っ
て

は
噴

火

警
戒

レ
ベ

ル
を

引
き

上
げ

る
可

能
性

が
あ

る
と

判
断

し
た

場
合

、
又

は
判

断
に

迷
う

場
合

に
「

火
山

の
状

況
に

関
す

る
解

説
情

報
（

臨
時

）
」

を
、

現
時

点
で

は
噴

火
警

戒
レ

ベ
ル

を
引

き
上

げ
る

可
能

性
は

低
い

が
、

火
山

活
動

に
変

化
が

み
ら

れ
る

な
ど

、
火

山
活

動
の

状
況

を
伝

え
る

必
要

が
あ

る
と

判
断

し
た

場
合

に
は

「
火

山
の

状
況

に
関

す
る

解
説

情
報

」
を

発
表

す
る

。
 

な
お

、
富

士
山

で
は

、
噴

火
前

の
火

山
活

動
が

高
ま

る
段

階
に

お
い

て
は

、
火

口
の

位
置

を
特

定
し

限
定

的
な

警

戒
範

囲
を

示
す

の
は

困
難

な
こ

と
か
ら

、
噴

火
警

戒
レ

ベ
ル

２
の

発
表
は

し
な

い
こ

と
と

し
て
い

る
。
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表
４

 
富

士
山

の
噴

火
警

戒
レ

ベ
ル

 

 

富
士
山

の
噴

火
警

戒
レ
ベ

ル
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
 
気

象
庁

作
成

（
令

和
５
年

３
月

29
日
改

定
）

か
ら
引

用
 



 
 

 

第
３

節
 
噴

火
シ

ナ
リ

オ
 

平
常

時
か

ら
噴

火
、

火
山

活
動

の
終

息
ま

で
段

階
に

応
じ

た
対

応
を

関
係

機
関

と
共

有
で

き
る

よ
う

、
協

議
会

が

作
成

し
た

噴
火

シ
ナ

リ
オ

を
基

に
、

市
避

難
計

画
に

合
わ

せ
た

噴
火

シ
ナ

リ
オ

を
表

５
の

と
お

り
作

成
し

、
噴

火
シ

ナ
リ

オ
を

基
に

避
難

対
策

等
の

検
討

を
行
っ

た
。
 

な
お

、
本

シ
ナ

リ
オ

は
、

噴
火

レ
ベ

ル
が

順
次

引
き

上
げ

ら
れ

噴
火

に
至

る
こ

と
を

想
定

し
た

も
の

で
あ

る
が

、

実
災

害
に

お
い

て
は

、
様

々
な

パ
タ

ー
ン
で

噴
火

に
至

る
可

能
性

が
あ
る

。
 

 

表
５
 

噴
火

シ
ナ

リ
オ

 

噴
火

警
戒

レ
ベ

ル
 

解
説
情
報
 

（
臨

時
）
 

３
 

４
 

５
 

噴
火

後
 

  

 

・
情

報
収

集
 

体
制
 

・
必

要
に

応
 

じ
て

職
員
 

参
集
 

・
情

報
収

集
体

制
（

職
員
参

集
）
 

・
必

要
に

応
じ

て
警

戒
本
部

設
置
 

・
事

前
避

難
対

象
区

域
に
避

難
指
示

 

・
災

害
対

策
本

部
の

設
置
 

・
噴

火
口

位
置

、
流

下
方

向

（
溶

岩
流

の
有

無
）

の
特

定
 

・
溶

岩
流

の
流

下
方

向
に

よ

り
、

必
要

な
範

囲
に

避
難

指
示

 

・
状

況
に

応
じ

避
難

を
解

除
 

・
降

雨
時

警
戒

避
難

 
・

復
興

方
針

検
討

 

  
 

 

 

 

避
難

対
象

エ
リ

ア
 

住
民

の
避
難

対
応

 
避

難
先
 

手
段
 

第
６

次
避
難

対
象

エ
リ

ア
 

－
 

－
 

－
 

 
噴

火
状

況
判

明
後

 

必
要

に
応
じ

避
難

 

市
内

の
避
難

所
 

縁
故

避
難

 
徒

歩
 

又
は
 

自
家

用
車

 
融

雪
型

火
山

泥
流
 

事
前

避
難

対
象

区
域

 
－
 

避
難
 

－
 

－
 

富
士

川
の
堤

外
 

噴
火

ま
で

の
推

移
の

一
例

 

宝
永

噴
火

時
の

推
移

 

( 歴
史

上
唯

一
の

参
考

例
) 

火
山

活
動

の
異

常
～

噴
火

開
始

前
 

 
 

 噴
火

直
前

 
 

 
 噴

火
の

発
生

～
終

息
ま

で
 

噴
火

前
十

数
日

 
噴

火
数

日
前

  
噴

火
前

日
～

直
前

 
 

 
 

 1
5

日
間

 

・
火

山
性

地
震

の
震

源
が

深
部

か
ら

浅
部

へ
上

昇
 

・
マ

グ
マ

の
浅

部
へ

の
上

昇
に

伴
う

地
殻

変
動

を
観

測
 

・
顕

著
な

地
殻

変
動

 

と
地

震
活

動
 

・
大

規
模

噴
火

の
発

生
 

・
大

規
模

な
溶

岩
流

の
流

下
 

･山
中

で
有

感
地

震
 

･鳴
動

の
発

生
 

･山
麓

で
有

感
地

震
 

が
増

加
 

･有
感

地
震

が
多

発
 

･広
域

的
な

揺
れ

が
 

発
生

 

 

･大
規

模
噴

火
の

発
生

 

･小
さ

な
噴

石
や

火
山

灰
が

 

広
範

囲
に

堆
積

 

降
灰

後
～

数
十

年
 

降
灰

後
～

数
十

年
 

・
降

灰
後

土
石

流
の

発
生

 

・
降

灰
後

土
石

流
の

発
生

 

基
本

的
な

 

応
急

対
策

 

避
難

期
間

が
長

期
化

す
る

場
合

、
ホ

テ
ル

等
の

宿
泊

施
設

を
避

難
所

と
し

て
借

り
上

げ
る

な
ど

の
対

応
に

よ
り

、
避

難
者

の
負

担
軽

減
を

図
る

 

社
会

情
勢

 
地

域
か

ら
離

れ
る

人
の

増
加

・
渋

滞
発

生
・

帰
宅

困
難

者
の

発
生

 

報
道

の
過

熱
 

 
報

道
関

係
者

が
増

加
 

応
援

部
隊

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

活
動

本
格

化
 

物
流

の
停

滞
・

物
資

不
足

 

通
信

の
混

乱
 

・
 

不
確

実
な

情
報

の
増

大
（

デ
マ

情
報

等
）

 

観
光

客
等

の
減

少
 

噴 火 発 生 

 
資料編９－８ 

第
４

節
 

溶
岩

流
流

下
パ

タ
ー

ン
 

噴
火

開
始

直
後

、
火

口
の

詳
細

な
位

置
を

即
座

に
特

定
で

き
な

い
場

合
が

想
定

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

県
は

、
あ

る

程
度

幅
広

な
範

囲
の

想
定

火
口

に
よ

る
溶

岩
流

ド
リ

ル
マ

ッ
プ

を
ま

と
め

た
溶

岩
流

の
「

流
下

パ
タ

ー
ン

」
を

作
成

し
た

。
市

は
、

流
下

パ
タ

ー
ン

と
パ

タ
ー

ン
別

に
想

定
さ

れ
る

火
口

範
囲

を
参

考
と

し
て

、
避

難
指

示
の

対
象

区
域

を
あ

ら
か

じ
め

検
討

し
、

噴
火

開
始

直
後

に
お

け
る

避
難

の
必

要
性

を
判

断
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

溶
岩

流
の

流
下

パ
タ

ー
ン

は
図

３
、

本
市

に
影

響
を

及
ぼ

す
可

能
性

の
あ

る
流

下
パ

タ
ー

ン
別

ド
リ

ル
マ

ッ
プ

整
理

表
は

表
６

の
と

お
り

で
あ

る
。
 

本
市

で
は

、
溶

岩
の

到
達

ま
で

十
分

な
時

間
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
避

難
の

指
示

は
、

噴
火

状
況

判

明
後

、
火

口
の

位
置

及
び

噴
火

形
態

が
把

握
さ

れ
、

規
模

が
予

測
で

き
た

後
に

溶
岩

流
の

流
下

範
囲

及
び

流
下

に
よ

っ
て

影
響

が
見

込
ま

れ
る

地
域

に
対

し
行
う

も
の

と
す

る
。

 

  

 

図
３
 

溶
岩

流
流

下
パ

タ
ー

ン
（

2
4
時

間
到

達
範

囲
）

 

 
 



 
 

 

表
６
 

流
下

パ
タ

ー
ン
別

ド
リ

ル
マ

ッ
プ

整
理
表

 

N
o
 

流
下

パ
タ

ー
ン

の
名

称
 

溶
岩

流
ド
リ

ル

マ
ッ

プ
番

号
 

説
明
 

区
分

 
通

称
 

大
規

模
（

L
）

 

１
 

パ
タ

ー
ン

G
 

凡
夫

川
 

パ
タ

ー
ン

 
4
0
～

42
 

山
頂

よ
り

南
側

（
富

士
市

、
裾

野
市

及
び

御
殿

場
市

）
の

想
定

火
口

範
囲

か
ら

噴
火

し
た

場
合

の
流

下
パ

タ
ー
ン

 

２
 

パ
タ

ー
ン

H
 

弓
沢

川
 

パ
タ

ー
ン

 
4
5 

山
頂

よ
り

南
南

西
側

（
富
士

宮
市

）
の

想
定

火
口
範

囲
か

ら
噴

火
 

し
た

場
合

の
流

下
パ

タ
ー
ン

 

３
 

パ
タ

ー
ン

J
 

天
母

山
分

流
 

パ
タ

ー
ン

 
4
8 

山
頂

よ
り

南
西

側
（

富
士
宮

市
）

の
最

も
市

街
地
に

近
い

想
定

火
口

 

範
囲

か
ら

噴
火

し
た

場
合
の

流
下

パ
タ

ー
ン

 

４
 

パ
タ

ー
ン

K
 

足
取

川
 

パ
タ

ー
ン

 
5
0 

山
頂

よ
り

西
南

西
側

（
富
士

宮
市

）
の

想
定

火
口
範

囲
か

ら
噴

火
 

し
た

場
合

の
流

下
パ

タ
ー
ン

 

５
 

パ
タ

ー
ン

L
 

芝
川

・
潤
井

川
 

パ
タ

ー
ン

 
5
2
～

54
 

山
頂

よ
り

西
側

（
大

沢
崩
れ

付
近

）
の

想
定

火
口
範

囲
か

ら
噴

火
 

し
た

場
合

の
流

下
パ

タ
ー
ン

 

６
 

パ
タ

ー
ン

M
 

芝
川
 

パ
タ

ー
ン

南
 

5
5
～

57
 

山
頂

よ
り

西
～

西
北

西
側
（

富
士

宮
市

）
の

想
定
火

口
範

囲
か

ら
 

噴
火

し
た

場
合

の
流

下
パ
タ

ー
ン

 

７
 

パ
タ

ー
ン

N
 

芝
川
 

パ
タ

ー
ン

北
 

5
9
～

64
 

山
頂

よ
り

北
西

側
（

富
士
宮

市
及

び
鳴

沢
村

）
の
想

定
火

口
範

囲
 

か
ら

噴
火

し
た

場
合

の
流
下

パ
タ

ー
ン

 

８
 

パ
タ

ー
ン

O
 

五
斗

目
木

川
 

6
5
～

68
 

山
頂

よ
り

北
西

側
（

富
士
河

口
湖

町
及

び
鳴

沢
村
）

の
想

定
火

口
 

範
囲

か
ら

噴
火

し
た

場
合
の

流
下

パ
タ

ー
ン

 

※
本

市
に

影
響

を
及

ぼ
す
可

能
性

の
あ

る
流

下
パ
タ

ー
ン

･
ド
リ

ル
マ

ッ
プ

 

   
 

 
資料編９－８ 

第
２

章
 
事

前
対

策
 

 第
１

節
 
防

災
体

制
 

１
 

市
の

体
制

 

職
員

の
配

備
体

制
は

、
表

７
の

ほ
か
、

静
岡

市
職

員
参

集
基

準
に
よ

る
も

の
と

す
る

。
 

 

表
７
 

職
員

参
集

基
準

 

噴
火

警
戒

レ
ベ
ル

等
の

情
報

 
市

の
体
制

 

噴
火
警

戒
レ

ベ
ル

３
 

情
報

収
集

体
制

 

噴
火
警

戒
レ

ベ
ル

４
 

警
戒

本
部

体
制

 

噴
火
警

戒
レ

ベ
ル

５
 

災
害

対
策

本
部
体

制
 

噴
火
後

 

 ２
 

協
議

会
（

又
は

合
同

会
議

）
と

の
調

整
 

噴
火

警
戒

レ
ベ

ル
が

４
以

上
に

引
き

上
げ

ら
れ

、
政

府
現

地
災

害
対

策
室

が
設

置
さ

れ
た

場
合

、
政

府
現

地
災

害

対
策

室
長

を
議

長
と

す
る

火
山

災
害

警
戒

合
同

会
議

が
、

議
長

が
必

要
と

判
断

し
た

場
合

に
開

催
さ

れ
る

。
ま

た
、

現
地

対
策

本
部

が
設

置
さ

れ
た

場
合

、
現

地
対

策
本

部
長

を
議

長
と

す
る

火
山

災
害

対
策

合
同

会
議

が
、

議
長

が
必

要
と

判
断

し
た

場
合

に
開

催
さ

れ
る

。
 

市
は

、
火

山
災

害
警

戒
合

同
会

議
又

は
火

山
災

害
対

策
合

同
会

議
（

以
下

、
「

合
同

会
議

」
と

い
う

。
）

が
開

催
さ

れ
た

場
合

、
そ

れ
に

参
加

し
、

火
山

の
活

動
状

況
や

被
害

情
報

等
に

つ
い

て
情

報
共

有
を

行
う

と
と

も
に

、
防

災
対

応
に

つ
い

て
協

議
を

行
う

。
 

 第
２

節
 
避

難
の

た
め

の
事

前
対

策
 

１
 

避
難

対
象

と
避

難
指

示
発

表
基

準
 

基
本

計
画

で
は

、
避

難
対

象
エ

リ
ア

ご
と

に
、

噴
火

警
戒

レ
ベ

ル
に

応
じ

て
避

難
指

示
を

発
表

す
る

こ
と

と
さ

れ

て
い

る
が

、
本

市
は

第
６

次
避

難
対

象
エ

リ
ア

に
該

当
す

る
た

め
、

噴
火

状
況

の
判

明
後

、
溶

岩
流

の
影

響
範

囲
を

考
慮

し
て

避
難

指
示

を
発

表
す

る
。

 

一
方

、
積

雪
期

に
お

い
て

は
、

融
雪

型
火

山
泥

流
が

富
士

川
を

流
下

す
る

恐
れ

が
あ

る
た

め
、

富
士

川
堤

内
の

河

川
敷

等
利

用
者

等
に

対
し

て
は

、
噴

火
前
に

河
川

か
ら

の
立

退
き

避
難
を

指
示

す
る

。
 

避
難

対
象

エ
リ

ア
ご

と
の

避
難

開
始
時

期
は

表
８

の
と

お
り

。
 

 

表
８

 
避

難
対
象

と
避

難
指

示
発

表
基

準
 

避
難

対
象
エ

リ
ア

 
避

難
時

期
 

対
象

人
口
 

（
世

帯
数

）
 

避
難

先
 

手
段

 

第
６

次
避

難
対

象
エ

リ
ア
 

噴
火

状
況

 

判
明

後
 

1
,8

8
1（

7
86

）
※

 
市

内
の

指
定

避
難

所
 

徒
歩

 

又
は

 

自
家

用
車

 
（

積
雪

期
に

限
る
）

 

融
雪

型
火
山

泥
流

 

事
前

避
難
対

象
区
域

 

噴
火

前
 

噴
火

警
戒

レ
ベ

ル
４

 
－

 
富

士
川

の
堤

外
  

 
※

令
和

２
年

国
勢

調
査
時

点
 

２
 

避
難

所
及

び
開

設
準

備
 

市
は

、
静

岡
市

地
域

防
災

計
画

火
山

対
策

編
 
第

２
章

第
４

節
第

１
項

「
避

難
場

所
及

び
避

難
所

」
に

よ
り

、
避

難



 
 

所
と

な
る

施
設

を
選

定
す

る
。

 

選
定

に
あ

た
っ

て
は

、
避

難
す

る
際

の
渋
滞

を
防

止
す

る
観

点
か
ら

、
以

下
の

点
を

踏
ま

え
る

。
 

（
１

）
避

難
対

象
の

自
治

会
か

ら
で
き

る
だ

け
近

傍
で

あ
る

こ
と

。
 

（
２

）
避

難
先

は
溶

岩
流

の
避

難
対
象

エ
リ

ア
外

で
あ

る
こ

と
。

 

ま
た

、
噴

火
警

戒
レ

ベ
ル

５
が

発
表

さ
れ

た
段

階
で

避
難

所
の

開
設

に
向

け
た

検
討

を
行

い
、

噴
火

発
生

後
の

溶

岩
流

の
影

響
範

囲
を

見
極

め
た

う
え
で

避
難

所
を

開
設

す
る

。
 

開
設

す
る

避
難

所
の

候
補

施
設

及
び

開
設

の
基

準
は

表
９

の
と

お
り

と
し

、
開

設
す

る
避

難
所

は
、

溶
岩

流
の

影

響
範

囲
を

見
極

め
た

う
え

で
決

定
す
る

こ
と

と
す

る
。

 

ま
た

、
噴

火
の

規
模

に
よ

り
、

避
難

対
象

者
数

が
蒲

原
支

所
管

内
の

受
入

可
能

人
数

を
超

過
す

る
場

合
、

周
辺

の

避
難

所
を

開
設

す
る

。
 

 

表
９

 
避

難
所
及

び
開

設
の

基
準

 

開
設

候
補

避
難

所
（

蒲
原

支
所

管
内

）
 

開
設

基
準

 

【
蒲

原
地

区
】

蒲
原

市
民

セ
ン

タ
ー

、
蒲

原
西

小
学

校
、

蒲
原

東
小

学
校

 

【
由

比
地

区
】

由
比

中
学

校
、

由
比

小
学

校
、

由
比

北
小

学
校

、
由

比
生

涯
学

習
交

流
館

 
噴

火
発

生
後

 

  第
３

節
 

情
報

収
集

・
伝

達
体

制
 

噴
火

現
象

の
中

に
は

、
短

時
間

で
居

住
地

域
に

到
達

す
る

も
の

や
広

範
囲

に
影

響
が

及
ぶ

も
の

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

関
係

機
関

や
住

民
等

に
対

し
迅

速
か

つ
適

切
に

情
報

を
伝

達
す

る
こ

と
は

、
避

難
を

実
施

す
る

う
え

で
非

常
に

重
要

と
な

る
。
 

富
士

山
の

噴
火

に
関

し
て

は
、

噴
火

警
報

等
に

応
じ

て
防

災
対

応
を

実
施

す
る

こ
と

か
ら

、
市

は
、

関
係

機
関

及

び
住

民
等

に
対

し
、

迅
速

か
つ

適
切
に

情
報

の
収

集
及

び
伝

達
を

行
う
。

 

 １
 
火
山
に
関
す
る
情
報
の
収
集
と
整
理
 

富
士

山
の

噴
火

現
象

に
関

し
て

収
集

す
る
主

な
情

報
は
表

1
0
の
と

お
り

。
 

 

表
1
0 

火
山
に

関
す

る
情

報
収

集
 

収
集

･
整

理
す

る
情

報
 

情
報

内
容

 
情

報
発

信
機

関
 

噴
火

警
報

 
生

命
に

危
険

を
及

ぼ
す

火
山

現
象

の
発

生
や

そ
の

拡
大

が
予

想
さ

れ
る

場
合

に
、

警
戒

が
必

要
な

範
囲

を
明

示
し

て
発

表
さ

れ
る

情
報

 
気

象
庁

 

噴
火

警
戒

レ
ベ

ル
 

火
山

活
動

の
状

況
に

応
じ

て
、
「

警
戒

が
必

要
な

範
囲

」
と

防
災

機
関

や
住

民
等

の

「
と

る
べ

き
防

災
対

応
」

を
５

段
階

に
区

分
し

た
指

標
で

、
噴

火
警

報
・

予
報

に
付

し

て
発

表
さ

れ
る

も
の

 

気
象

庁
 

火
山

の
状

況
に

関
す

る
 

解
説

情
報

（
臨

時
）

 

噴
火

警
戒

レ
ベ

ル
の

引
上

げ
基

準
に

現
状

達
し

て
い

な
い

、
又

は
警

戒
が

必
要

な
範

囲

を
拡

大
す

る
状

況
で

は
な

い
も

の
の

、
今

後
の

活
動

の
推

移
に

よ
っ

て
は

こ
れ

ら
の

可

能
性

が
あ

る
と

判
断

し
た

場
合

、
又

は
判

断
に

迷
う

場
合

に
、

火
山

活
動

の
状

況
や

防

災
上

警
戒

・
注

意
す

べ
き

事
項

を
伝

え
る

た
め

発
表

さ
れ

る
情

報
 

気
象

庁
 

火
山

の
状

況
に

関
す

る
 

解
説

情
報

 

現
時

点
で

は
、

噴
火

警
戒

レ
ベ

ル
を

引
き

上
げ

る
、

又
は

警
戒

が
必

要
な

範
囲

を
拡

大

す
る

可
能

性
は

低
い

も
の

の
、

火
山

活
動

に
変

化
が

み
ら

れ
る

な
ど

、
火

山
活

動
の

状

況
を

伝
え

る
必

要
が

あ
る

と
判

断
し

た
場

合
に

適
時

発
表

さ
れ

る
情

報
 

気
象

庁
 

 
資料編９－８ 

噴
火

速
報

 
噴

火
の

発
生

事
実

を
迅

速
に

伝
え

る
情

報
で

、
住

民
、

登
山

者
等

に
、

火
山

が
噴

火
し

た
こ

と
を

端
的

に
い

ち
早

く
伝

え
、

身
を

守
る

行
動

を
と

る
た

め
に

発
表

さ
れ

る
情

報
 

気
象

庁
 

火
口

位
置

情
報

 
噴

火
が

発
生

し
た

際
に

、
噴

火
口

が
ど

の
位

置
に

形
成

さ
れ

た
の

か
を
示

す
情

報
 

気
象

庁
 

流
下

パ
タ

ー
ン

 
気

象
庁

か
ら

の
火

口
位

置
情

報
を

基
に

、
ど

の
範

囲
が

溶
岩

流
の

流
下

先
に

当
た

る
の

か
を

判
断

し
、

避
難

指
示

発
表

に
繋

げ
る

た
め

の
情

報
 

静
岡

県
 

降
灰

予
報

 

噴
火

後
に

、
い

つ
、

ど
こ

に
、

ど
れ

だ
け

の
量

の
火

山
灰

が
降

る
か

に
つ

い
て

発
表

さ

れ
る

情
報

活
動

が
活

発
化

し
て

い
る

火
山

で
噴

火
が

発
生

し
た

場
合

、
こ

の
範

囲
に

火

山
灰

が
降

る
と

い
う

事
前

の
情

報
や

噴
火

直
後

の
速

報
も

提
供

し
て

い
る

 

気
象

庁
 

火
山

ガ
ス

予
報

 
居

住
地

域
に

長
期

間
影

響
す

る
よ

う
な

多
量

の
火

山
ガ

ス
の

放
出

が
あ

る
場

合
に

、
火

山
ガ

ス
の

濃
度

が
高

ま
る

可
能

性
の

あ
る

地
域

を
知

ら
せ

る
情

報
 

気
象

庁
 

土
砂

災
害

緊
急

情
報

 
緊

急
調

査
の

結
果

に
基

づ
き

、
土

砂
災

害
が

想
定

さ
れ

る
土

地
の

区
域

及
び

時
期

に
関

す
る

情
報

 

国
土

交
通

省
 

中
部
地

方
整

備
局

 

 ２
 

情
報

伝
達

例
文

及
び

広
報

手
段

 

（
１

）
各

段
階

に
お

け
る

情
報

伝
達
・

広
報

項
目
 

 
 

市
が

、
各

段
階

に
お

い
て

情
報

伝
達
・

広
報

を
行

う
項

目
は

表
11

の
と

お
り

。
 

 

表
1
1
 
情

報
伝
達

・
広

報
項

目
例

 

実
施

時
期

 
項

目
 

噴
火

警
戒

レ
ベ

ル
１

～
３

 

（
噴

火
へ

の
備

え
･
火

山
活

動
の

現
状

）
 

【
噴

火
へ

の
備

え
】

 

・
落

ち
着

い
た

行
動

を
と

る
こ

と
／

風
評

・
う

わ
さ

話
に

惑
わ

さ
れ

な
い

こ
と

／
正

し
い

情
報

の
入

手
を

心
掛

け
る

こ
と

 
等

 

【
火

山
活

動
の

現
状

】
 

・
地

震
発

生
状

況
／

低
周

波
地

震
発

生
状

況
／

地
殻

変
動

状
況

／
各

種
観

測
デ

ー
タ

か
ら

総
合

的
に

判
断

さ
れ

る
火

山
活

動
状

況
 
等

 

噴
火

警
戒

レ
ベ

ル
４

、
５

 

噴
火

開
始

直
後

 
（

積
雪

期
に

限
る
）
 

・
事

前
避

難
対

象
区

域
（

富
士

川
堤

内
）

に
対
し

避
難

指
示

 

噴
火

開
始

直
後

 

・
避

難
先

･
避

難
方

法
･
避

難
実

施
時

期
の

再
確

認
／

避
難

時
持

ち
出

し
品

の
準

備
・

再
確

認
／

落
ち

着
い

た
行

動
を

と
る

こ
と

／
風

評
･
う

わ
さ

話
に

惑
わ

さ
れ

な
い

こ
と

／
正

し
い

情
報

の

入
手

を
心

掛
け

る
こ

と
 
等

 

噴
火

状
況

判
明

後
 

【
被

害
状

況
】

 

・
噴

火
に

伴
う

現
象

に
よ

る
被

害
の

発
生

状
況
／

道
路

不
通

箇
所

等
 

【
防

災
対

応
状

況
】

 

・
噴

火
現

象
の

推
移

／
対

策
本

部
設

置
状

況
／

避
難

実
施

・
完

了
状

況
／

被
災

地
に

お
け

る
各

種
応

急
活

動
／

各
種

復
旧

作
業

の
実

施
状

況
と

復
旧

の
見

通
し

／
公

共
輸

送
機

関
の

運
行

状

況
と

運
転

再
開

の
見

通
し

／
住

民
や

事
業

者
に

対
す

る
支

援
事

業
 
等

 

【
安

否
情

報
】

 

・
避

難
者

収
容

状
況

／
災

害
用

伝
言

ダ
イ

ヤ
ル
、

災
害

情
報

掲
示

板
等

の
活

用
方

法
 
等

 

  
 



 
 （

２
）
情

報
伝

達
例

文
 

市
は

、
市

民
へ

の
呼

び
か

け
や

、
避

難
情
報

等
を

発
表

す
る

場
合
は

、
表

1
2
に

示
す

広
報

案
文

を
参

考
に

、
防

災
行

政
無

線
、

広
報

車
等

に
よ

り
伝

達
す
る

。
 

表
12

 
広
報

文
案

 

実
施

時
期

及
び

目
的

 
放

送
文

 

噴
火

警
戒

レ
ベ

ル
１

～
５
 

 【
噴

火
前

の
呼

び
か

け
】
 

（
サ

イ
レ

ン
）

 

・
こ

ち
ら

は
広

報
静

岡
で
す

。
 

・
富

士
山

に
噴

火
警

戒
レ
ベ

ル
〇

が
発

表
さ

れ
ま
し

た
。

 

・
現

時
点

で
は

、
静

岡
市
で

避
難

の
必

要
は

あ
り
ま

せ
ん

 

・
富

士
山

周
辺

の
地

震
の

発
生

状
況

は
【

現
在

の
地

震
発

生
状

況
を

簡
潔

に
伝

達
。

例
：

特
段

の
変

化
は

あ

り
ま

せ
ん

／
微

小
な

地
震
が

観
測

さ
れ

て
い

ま
す
が

、
活

動
に

大
き

な
変
化

は
あ

り
ま

せ
ん

。
】
 

・
風

評
や

う
わ

さ
話

に
惑
わ

さ
れ

ず
、

行
政

機
関
か

ら
の

情
報

に
ご

注
意
く

だ
さ

い
。

 

・
テ

レ
ビ

、
ラ

ジ
オ

、
行

政
機

関
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

で
、

最
新

の
正

し
い

情
報

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

 

（
チ

ャ
イ

ム
を

除
き

２
回
繰

り
返

し
）

 

噴
火

警
戒

レ
ベ

ル
４

、
５
 

噴
火

開
始

直
後

 

（
積

雪
期

に
限

る
）

 

 【
避

難
指

示
】

 

（
事

前
避

難
対

象
区

域
）
 

（
サ

イ
レ

ン
）

 

・
こ

ち
ら

は
広

報
静

岡
で
す

。
 

・
富

士
山

の
噴

火
警

戒
レ
ベ

ル
が

【
４

／
５

】
に
引

き
上

げ
ら

れ
ま

し
た
。

 

・
富

士
川

の
堤

内
（

河
川
敷

）
に

対
し

、
避

難
を
指

示
し

ま
す

。
 

・
対

象
の

方
は

、
富

士
川
の

堤
防

の
外

に
避

難
し
て

く
だ

さ
い

。
（

チ
ャ

イ
ム

を
除

き
２

回
繰

り
返

し
）
 

噴
火

開
始

直
後

 

 【
噴
火

開
始

直
後

の
呼

び
か
け
】
 

（
サ

イ
レ

ン
）

 

・
こ

ち
ら

は
広

報
静

岡
で
す

。
 

・
富

士
山

で
噴

火
が

発
生
し

ま
し

た
。

 

・
現

時
点

で
は

、
静

岡
市
へ

の
噴

火
に

よ
る

直
接
的

な
危

険
は

確
認

さ
れ
て

お
り

ま
せ

ん
。

 

・
落

ち
着

い
て

行
動

し
て
く

だ
さ

い
。

 

・
非

常
持

ち
出

し
袋

の
中

身
を

確
認

し
、

必
要

な
も

の
を

す
ぐ

に
持

ち
出

せ
る

よ
う

に
準

備
し

て
く

だ
さ

い
。

 

・
風

評
や

う
わ

さ
話

に
惑
わ

さ
れ

ず
、

行
政

機
関
か

ら
の

情
報

に
ご

注
意
く

だ
さ

い
。

 

・
テ

レ
ビ

、
ラ

ジ
オ

、
行

政
機

関
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

で
、

最
新

の
正

し
い

情
報

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

 

（
チ

ャ
イ

ム
を

除
き

２
回
繰

り
返

し
）

 

噴
火

状
況

判
明

後
 

 【
避

難
指

示
】（

溶
岩

流
）

 

（
サ

イ
レ

ン
）

 

・
こ

ち
ら

は
広

報
静

岡
で
す

。
 

・
富

士
山

か
ら

の
溶

岩
流
が

市
内

に
到

達
す

る
可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
 

・
富

士
山

の
避

難
対

象
エ
リ

ア
に

対
し

、
避

難
を
指

示
し

ま
す

。
 

・
対

象
の

方
は

、
避

難
対
象

エ
リ

ア
の

外
に

避
難
し

て
く

だ
さ

い
。
（

チ
ャ

イ
ム

を
除

き
２

回
繰

り
返

し
）

 

 （
３

）
情

報
伝

達
・

広
報

手
段

 

市
は

、
表

1
3
に

示
す

手
段

を
活

用
し

て
、

迅
速

か
つ

的
確

に
情
報

伝
達

・
広

報
を

行
う

。
ま

た
、
停

電
等

に
よ

る
通

信
途

絶
を

考
慮

し
、

複
数

の
情

報
伝
達

・
広

報
手

段
を

活
用
す

る
。
 

火
山

活
動

が
活

発
化

し
噴

火
警

戒
レ

ベ
ル

が
引

き
上

げ
ら

れ
る

と
一

般
住

民
等

か
ら

の
問

い
合

わ
せ

が
増

加
す

る
こ

と
か

ら
、

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

等
で

の
広

報
に

よ
り

問
い

合
わ

せ
業

務
の

軽
減

化
を

図
る

。
ま

た
、

国
内

外
か

ら

安
否

確
認

の
問

い
合

わ
せ

が
集

中
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
た

め
、

平
常

時
か

ら
災

害
時

伝
言

ダ
イ

ヤ
ル

等
の

利
用

を

周
知

す
る

。
 

表
1
3 

情
報
伝

達
・

広
報

手
段

 

防
災

行
政

無
線

 
市

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

（
静

岡
市

防
災

ナ
ビ

等
）

 

広
報

車
 

S
N
S
（
L
IN

E
、
X
（

旧
T
wi

tt
er

）
等

）
 

緊
急

速
報

メ
ー

ル
 

ラ
ジ

オ
（

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

エ
フ

エ
ム

放
送

等
）

 

 
資料編９－８ 

静
岡

市
防

災
メ

ー
ル

 
L
ア

ラ
ー

ト
 

電
話

、
F
A
X
、

戸
別

訪
問
 

各
報

道
機

関
 

 
 



 
 ３
 
情
報
伝
達
手
段
の
多
重
化
 

火
山

災
害

で
は

、
噴

火
現

象
に

よ
る

通
信

施
設

の
被

災
、

大
量

降
灰

に
よ

る
停

電
、

回
線

集
中

に
よ

る
電

話
回

線

の
輻

輳
や

デ
ー

タ
通

信
の

停
止

が
発

生
す

る
な

ど
、

情
報

伝
達

が
で

き
な

く
な

る
お

そ
れ

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

市
は

、

県
及

び
関

係
機

関
と

共
に

、
不

測
の
事

態
に

備
え

て
情

報
伝

達
手

段
を
多

重
化

し
、

情
報

伝
達
体

制
を

整
え

る
。

 

 第
４

節
 

避
難

促
進

施
設

 

火
山

災
害

警
戒

地
域

に
指

定
さ

れ
た

市
町

村
は

、
活

動
火

山
対

策
特

別
措

置
法

に
基

づ
き

、
火

山
災

害
警

戒
地

域

内
に

あ
る

施
設

で
、

火
山

現
象

の
発

生
時

に
お

け
る

施
設

を
利

用
し

て
い

る
方

の
円

滑
か

つ
迅

速
な

避
難

を
確

保
す

る
必

要
が

あ
る

場
合

は
、

施
設

の
名

称
及

び
所

在
地

を
地

域
防

災
計

画
に

定
め

る
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
。

な
お

、
本

市
で

は
、

協
議

会
の

統
一

基
準

を
踏
ま

え
、

施
設

は
指

定
し

な
い

。
 

 第
５

節
 

在
宅

の
避

難
行

動
要

支
援

者
の

避
難

準
備

 

在
宅

の
避

難
行

動
要

支
援

者
は

、
避

難
指
示

が
発

表
さ

れ
た

場
合
速

や
か

に
避

難
を

開
始

す
る

。
 

市
は

、
平

常
時

に
お

い
て

避
難

行
動

要
支

援
者

の
個

別
避

難
計

画
を

作
成

し
、

関
係

者
（

自
主

防
災

会
、

福
祉

専

門
職

等
）

と
連

携
し

て
避

難
支

援
体
制

の
構

築
に

努
め

る
。

 

ま
た

、
避

難
指

示
発

表
時

、
避

難
行

動
要

支
援

者
の

避
難

が
円

滑
に

実
施

で
き

る
よ

う
、

噴
火

状
況

判
明

後
、

避

難
を

実
施

す
る

可
能

性
が

高
ま

っ
た

段
階

で
、

避
難

の
準

備
を

呼
び

か
け

る
。

避
難

の
実

施
に

当
た

っ
て

は
、

警
察

、

消
防

等
と

協
力

し
、

避
難

行
動

要
支
援

者
名

簿
等

に
よ

り
安

否
確

認
や
避

難
完

了
の

確
認

等
を
行

う
。
 

な
お

、
避

難
先

で
一

般
の

避
難

住
民

と
同

一
の

避
難

環
境

で
の

生
活

が
困

難
な

場
合

に
は

、
福

祉
避

難
所

へ
の

避

難
を

検
討

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 

第
６

節
 

児
童

関
連

施
設

の
避

難
対

策
 

基
本

計
画

で
は

避
難

対
象

エ
リ

ア
内

の
全

て
の

児
童

福
祉

施
設

及
び

幼
稚

園
、

小
中

学
校

、
高

等
学

校
等

（
以

下
、

「
児

童
関

連
施

設
」

と
い

う
。
）

に
お

い
て

、
噴

火
警

戒
レ

ベ
ル

が
３

に
引

き
上

げ
ら

れ
た

時
点

で
速

や
か

に
休

校
等

の
措

置
を

行
う

こ
と

を
原

則
と

し
て
い

る
。
 

本
市

は
第

６
次

避
難

対
象

エ
リ

ア
で

あ
る

こ
と

を
考

慮
し

、
休

校
措

置
は

、
噴

火
状

況
判

明
後

に
、

施
設

の
所

有

者
又

は
管

理
者

が
判

断
す

る
も

の
と

す
る

。
各

児
童

関
連

施
設

は
、

平
常

時
か

ら
保

護
者

へ
の

引
き

渡
し

又
は

集
団

避
難

後
に

引
き

渡
す

等
の

具
体

的
な

引
き

渡
し

方
法

や
、

立
地

条
件

に
応

じ
た

児
童

・
生

徒
等

の
安

全
対

策
、

休
校

措
置

に
つ

い
て

施
設

管
理

者
等

と
協
議

す
る

。
な

お
、

協
議

の
際

、
考
慮

す
べ

き
点

は
以

下
の
と

お
り

。
 

（
１

）
避

難
に

当
た

っ
て

は
、

教
職

員
も

避
難

対
象

者
で

あ
る

こ
と

を
認

識
し

、
児

童
・

生
徒

等
だ

け
で

な
く

教

職
員

の
避

難
時

間
を

確
保

す
る

こ
と
 

（
２

）
当

該
学

区
内

の
今

後
の

安
全

状
況
の

見
込

み
（

そ
の

ま
ま
自

宅
へ

の
帰

宅
可

否
等

の
情

報
）
 

（
３

）
突

発
的

な
噴

火
発

生
に

よ
り

引
き
渡

し
が

間
に

合
わ

な
い
際

の
緊

急
安

全
確

保
 

（
４

）
緊

急
時

の
連

絡
体

制
（

職
員

の
参
集

、
保

護
者

へ
の

連
絡
体

制
）
 

（
５

）
一

定
時

間
経

過
後

、
引

き
渡

し
予
定

場
所

か
ら

の
避

難
先
（

避
難

す
る

タ
イ

ミ
ン

グ
、

避
難
時

期
）
 

（
６

）
児

童
・

生
徒

等
が

遠
隔

地
へ

避
難
し

た
場

合
の

連
絡

方
法
 

（
７

）
授

業
等

の
再

開
の

時
期

（
当

該
施
設

が
避

難
所

に
指

定
さ
れ

て
い

る
場

合
）

 

（
８

）
引

き
渡

し
訓

練
の

実
施

方
法

 

な
お

、
保

護
者

へ
の

引
き

渡
し

完
了

前
に

噴
火

が
発

生
し

て
し

ま
っ

た
場

合
は

、
市

か
ら

出
さ

れ
る

情
報

に
従

い
、

速
や

か
に

児
童

・
生

徒
等

を
避

難
さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。
 

こ
の

よ
う

な
場

合
で

あ
っ

て
も

、
落

ち
着

い
て

児
童

･
生

徒
等

の
避

難
誘

導
が

で
き

る
よ

う
次

の
事

項
に

留
意

す
る

。
 

 
資料編９－８ 

（
１

）
溶

岩
流

の
流

下
範

囲
と

な
る

可
能

性
が

あ
る

場
合

、
落

ち
着

い
て

近
隣

の
高

台
や

流
下

方
向

に
対

し
て

直

交
方

向
に

避
難
 

（
２

）
溶

岩
流

の
流

下
範

囲
と

な
る
場

合
を

除
き

、
降

灰
時

は
建
物

内
で

安
全

を
確

保
 

（
３

）
屋

外
に

出
て

溶
岩

流
か

ら
の

立
退

き
避

難
を

行
う

場
合

、
児

童
・

生
徒

等
に

ヘ
ル

メ
ッ

ト
等

を
着

用
さ

せ

安
全

を
確

保
 

（
４

）
呼

吸
系

の
疾

患
が

あ
る

児
童

・
生

徒
等

は
、

火
山

灰
の

影
響

に
よ

り
症

状
が

悪
化

す
る

可
能

性
が

あ
る

こ

と
に

留
意

 

 第
７

節
 
防

災
啓

発
と

訓
練

 

１
 

防
災

啓
発

及
び

防
災

教
育

 

（
１

）
静

岡
市

富
士

山
火

山
防

災
マ
ッ

プ
の

作
成

・
配

布
 

市
は

、
火

山
現

象
の

影
響

及
び

範
囲

を
図

示
し

た
火

山
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

や
、

噴
火

警
報

等
の

解
説

、
噴

火
警

戒
レ

ベ
ル

に
応

じ
た

避
難

の
方

法
等

の
防

災
上

必
要

な
情

報
を

記
載

し
た

富
士

山
火

山
防

災
マ

ッ
プ

を
作

成
し

、

蒲
原

地
区

の
全

世
帯

に
配

布
す

る
ほ
か

、
見

方
、

使
い

方
を

説
明
す

る
機

会
を

設
け

る
。

 

 （
２

）
富

士
山

火
山

防
災

に
関

す
る
啓

発
 

市
は

、
県

や
静

岡
地

方
気

象
台

と
共

に
、

防
災

講
座

や
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

な
ど

を
通

じ
て

、
住

民
自

身
が

地
域

の
特

性
を

考
慮

し
、

避
難

開
始

時
期

を
判

断
で

き
る

よ
う

、
円

滑
な

避
難

を
実

現
す

る
た

め
に

必
要

と
な

る
「

徒

歩
避

難
」
、

同
じ

く
「

地
域

の
ス

リ
ム

化
」

を
図

る
た

め
の

「
自

主
的

な
分

散
避

難
」

や
火

山
災

害
の

不
確

実
性

を

知
る

た
め

の
「

多
種

多
様

な
噴

火
シ

ナ
リ

オ
」
、

噴
火

し
た

場
所

ご
と

に
避

難
対

象
を

絞
り

込
む

「
流

下
パ

タ
ー

ン
」

な
ど

テ
ー

マ
を

絞
り

込
み

、
踏

み
込

ん
だ

周
知

啓
発

を
行

う
こ

と
で

市
民

の
富

士
山

火
山

に
対

す
る

防
災

意
識

向

上
に

努
め

る
。

 

 （
３

）
学

校
で

の
防

災
教

育
 

市
教

育
委

員
会

は
、

教
職

員
に

対
す

る
火

山
防

災
に

関
す

る
研

修
を

行
う

と
と

も
に

、
授

業
の

一
環

と
し

て
、

児
童

・
生

徒
を

対
象

と
し

た
火

山
防
災

等
を

テ
ー

マ
に

し
た

防
災
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
導

入
を

検
討
す

る
。
 

ま
た

、
市

は
、

県
や

静
岡

地
方

気
象

台
と

連
携

・
協

力
し

、
学

校
で

の
出

前
講

座
の

実
施

等
で

、
学

校
に

お
け

る
防

災
教

育
や

啓
発

用
の

教
材

作
成
を

支
援

す
る

。
 

 ２
 

防
災

訓
練

 

噴
火

発
生

時
に

避
難

等
の

防
災

対
応

を
円

滑
か

つ
迅

速
に

行
う

た
め

に
は

、
日

頃
か

ら
防

災
訓

練
を

行
い

、
市

や

協
議

会
、

防
災

関
係

機
関

が
住

民
等

の
避

難
誘

導
に

お
け

る
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

を
確

認
し

、
市

避
難

計
画

を
熟

知
し

て
お

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

市
は

、
協

議
会

と
共

に
図

上
訓

練
や

住
民

の
避

難
訓

練
等

を
通

じ
て

関
係

機
関

や
地

域
住

民
と

の
広

域
的

な
連

携
の

強
化

を
図

る
ほ

か
、

本
計

画
の

内
容

や
防

災
体

制
等

の
実

効
性

を
検

証
し

、
必

要
に

応
じ

て
計

画
の

見
直

し
を

行
う

も
の

と
す
る

。
 

住
民

の
避

難
訓

練
で

は
、

実
際

の
噴

火
時

等
を

想
定

し
、

避
難

に
関

わ
る

地
域

の
住

民
や

事
業

者
等

が
共

に
参

加

す
る

こ
と

が
望

ま
し

く
、

防
災

関
係

機
関
を

は
じ

め
、

自
主

防
災

会
等
に

も
協

力
を

求
め

実
施
を

検
討

す
る

。
 

 ３
 

降
灰

に
備

え
た

備
蓄

品
の

確
保

 

断
水

や
道

路
障

害
に

よ
る

物
流

の
停

滞
が

生
じ

る
な

ど
し

て
、

物
資

が
不

足
す

る
事

態
に

備
え

、
当

面
生

活
が

維



 
 

持
で

き
る

よ
う

、
各

家
庭

で
１

週
間
程

度
の

飲
料

水
、

食
料

、
携

帯
ト
イ

レ
の

備
蓄

を
推

奨
す
る

。
 

社
会

福
祉

施
設

等
に

お
い

て
は

、
医

薬
品

、
食

料
品

、
飲

料
水

等
に

加
え

、
エ

ア
フ

ィ
ル

タ
ー

な
ど

の
空

調
関

連

物
品

の
備

蓄
も

必
要

と
な

る
。
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第
３

章
 
応

急
対

策
 

 第
１

節
 
噴

火
現

象
別

の
避

難
の

基
本

的
な

考
え

方
 

１
 

溶
岩

流
等

か
ら

の
避

難
 

溶
岩

流
の

速
度

は
比

較
的

遅
く

、
本
市

に
お

い
て

は
噴

火
か

ら
約

1
9
日
後

に
到

達
す

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

て
い

る
。

こ
の

た
め

、
市

は
、

噴
火

状
況

判
明

後
、
溶

岩
流

の
流

下
状

況
に

応
じ
て

立
退

き
避

難
を

行
う
。

 

な
お

、
流

下
方

向
や

流
出

規
模

等
の

状
況

に
よ

っ
て

は
市

外
へ

の
広

域
避

難
（

※
広

域
避

難
に

つ
い

て
は

第
８

節

参
照

）
を

実
施

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 

２
 

融
雪

型
火

山
泥

流
か

ら
の

避
難

 

事
前

避
難

対
象

区
域

に
指

定
さ

れ
て

い
る

富
士

川
で

は
、

融
雪

型
火

山
泥

流
が

流
下

し
、

静
岡

市
に

到
達

す
る

ま

で
の

時
間

は
約

５
時

間
～

６
時

間
と

想
定

さ
れ

て
い

る
。

こ
の

た
め

、
積

雪
期

に
は

噴
火

前
に

富
士

川
堤

内
か

ら
立

退
き

避
難

を
行

う
。
 

 ３
 

降
灰

 

本
市

で
は

、
清

水
区

及
び

葵
区

の
一
部

で
２

㎝
～

1
0
㎝

の
降

灰
が

想
定
さ

れ
て

い
る

。
降

灰
堆

積
厚

が
3
0
c
m
未

満

の
場

合
、

降
灰

に
よ

る
建

物
被

害
を

受
け

る
恐

れ
は

な
い

と
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
避

難
情

報
は

発
表

せ
ず

、
在

宅
避

難
と

す
る

。
 

 第
２
節

 
避

難
指

示
の

発
表

 

１
 
溶

岩
流

等
 

市
は

、
噴

火
開

始
後

に
火

口
位

置
や

溶
岩

流
の

流
下

方
向

、
噴

火
の

規
模

に
基

づ
き

、
流

下
パ

タ
ー

ン
、

国
土

交

通
省

か
ら

提
供

さ
れ

る
リ

ア
ル

タ
イ

ム
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

等
の

情
報

を
用

い
て

、
溶

岩
流

が
到

達
す

る
可

能
性

が
あ

る
と

判
断

し
た

場
合

、
第

６
次

避
難

対
象
エ

リ
ア

に
対

し
、

エ
リ

ア
外
へ

の
立

退
き

を
指

示
す
る

（
表

1
4
）
。
 

 ２
 
融

雪
型

火
山

泥
流

 

融
雪

型
火

山
泥

流
に

つ
い

て
は

、
積

雪
の

状
況

に
応

じ
、

事
前

避
難

対
象

区
域

と
さ

れ
て

い
る

富
士

川
堤

内
に

対

し
、

噴
火

警
戒

レ
ベ

ル
４

以
上

が
発

表
さ
れ

た
場

合
、

富
士

川
堤

外
へ
の

立
退

き
を

指
示

す
る
（

表
1
4
）
。
 

  

表
1
4 

避
難
指

示
の

発
表

基
準

と
避
難

開
始

時
期

（
表

８
再

掲
）

 

避
難

対
象
エ

リ
ア

 
避

難
時

期
 

対
象

人
口
 

（
世

帯
数

）
 

避
難

先
 

手
段

 

第
６

次
避

難
対

象
エ

リ
ア
 

噴
火

状
況

 

判
明

後
 

1
,8

8
1（

7
86

）
※

 
市

内
の

指
定

避
難

所
 

徒
歩

 

又
は

 

自
家

用
車

 
（

積
雪

期
に

限
る
）

 

融
雪

型
火
山

泥
流

 

事
前

避
難
対

象
区
域

 

噴
火

前
 

噴
火

警
戒

レ
ベ

ル
４

 
－

 
富

士
川

の
堤

外
  

 
※

令
和

２
年

国
勢

調
査
時

点
 

 
 



 
 第

３
節

 
避

難
所

の
開

設
及

び
避

難
誘

導
 

１
 
指
定
避
難
所
の
開
設
 

避
難

所
の

開
設

は
、

避
難

所
の

属
す

る
地

区
支

部
が

、
施

設
管

理
者

及
び

避
難

を
実

施
す

る
自

主
防

災
会

と
と

も

に
行

い
、

避
難

者
名

簿
を

作
成

し
避

難
者

を
把

握
す

る
。

な
お

、
親

戚
、

知
人

宅
等

へ
縁

故
避

難
す

る
住

民
に

つ
い

て
は

、
避

難
先

及
び

連
絡

先
を

各
自
主

防
災

会
に

報
告

す
る

。
 

噴
火

が
発

生
し

な
い

ま
ま

避
難

生
活

が
長

期
化

す
る

こ
と

が
見

込
ま

れ
る

場
合

は
、

市
は

、
ホ

テ
ル

等
へ

の
避

難

を
検

討
す

る
。

 

 ２
 
避
難
誘
導
 

市
は

、
一

般
住

民
等

の
円

滑
な

避
難

の
た

め
市

職
員

を
動

員
し

、
清

水
区

本
部

が
中

心
と

な
っ

て
、

警
察

、
消

防

等
と

協
力

し
て

避
難

誘
導

を
行

う
。
 

ま
た

平
常

時
か

ら
自

衛
隊

の
災

害
派

遣
要
請

に
つ

い
て

、
県

と
確
認

し
て

お
く

。
 

 

３
 
駐
車
場
の
確
保
 

避
難

の
際

に
は

、
多

数
の

車
両

に
よ

り
避
難

所
の

駐
車

ス
ペ

ー
ス
が

不
足

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

。
 

市
は

、
必

要
に

応
じ

て
そ

の
他

の
公

共
施

設
や

民
間

施
設

に
あ

る
駐

車
場

の
活

用
を

検
討

す
る

な
ど

、
駐

車
ス

ペ

ー
ス

の
確

保
に

努
め

る
。
 

 ４
 
避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
支
援
 

市
は

、
被

災
に

よ
り

、
居

宅
、

避
難

所
等

で
は

生
活

で
き

な
い

避
難

行
動

要
支

援
者

に
つ

い
て

は
本

人
の

意
思

を

尊
重

し
た

上
で

、
福

祉
避

難
所

（
二

次
的

な
避

難
施

設
）

へ
の

避
難

及
び

社
会

福
祉

施
設

等
へ

の
緊

急
一

時
入

所
を

迅
速

か
つ

円
滑

に
行

う
よ

う
努

め
る

も
の

と
す

る
。

社
会

福
祉

施
設

等
は

、
施

設
の

機
能

を
維

持
し

つ
つ

、
可

能
な

限
り

受
け

入
れ

る
よ

う
努

め
、

入
所
者

が
安

心
し

て
生

活
を

送
る

こ
と
が

で
き

る
よ

う
支

援
を
行

う
。
 

 第
４

節
 

避
難

手
段

及
び

避
難

経
路

 

１
 
避
難
手
段
 

溶
岩

流
か

ら
の

避
難

は
、

徒
歩

又
は

自
家

用
車

（
相

乗
り

含
む

）
等

に
よ

る
避

難
を

基
本

と
す

る
も

の
の

、
深

刻

な
渋

滞
の

発
生

に
よ

り
逃

げ
遅

れ
が

懸
念

さ
れ

る
た

め
、

市
は

、
避

難
に

使
用

す
る

車
両

の
台

数
を

極
力

減
ら

す
よ

う
周

知
に

努
め

る
。
 

な
お

、
自

家
用

車
等

が
な

く
、

徒
歩

で
の

避
難

が
困

難
な

避
難

者
に

対
応

す
る

た
め

、
市

は
、

自
家

用
車

の
相

乗

り
等

、
共

助
に

よ
る

車
両

避
難

の
周
知

に
努

め
る

。
 

市
は

、
県

や
周

辺
市

町
と

連
携

し
、

輸
送
力

の
確

保
に

努
め

る
。
 

 ２
 
避
難
経
路
 

静
岡

市
地

域
防

災
計

画
火

山
対

策
編

 
第

２
章

第
４

節
「

２
 

避
難

経
路

」
に

よ
り

、
流

下
パ

タ
ー

ン
及

び
国

土
交

通
省

か
ら

提
供

さ
れ

る
リ

ア
ル

タ
イ

ム
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

に
よ

り
、

噴
火

開
始

後
に

火
口

位
置

や
溶

岩
流

の
流

下
方

向
に

応
じ

て
避

難
経

路
を

設
定

す
る
。

 

 第
５

節
 

災
害

対
策

基
本

法
に

基
づ

く
警

戒
区

域
 

１
 
警
戒
区
域
の
設
定
 

警
戒

区
域

の
設

定
に

つ
い

て
は

、
静

岡
市

地
域

防
災

計
画

火
山

対
策

編
 
第

３
章

第
２

節
「

２
 

警
戒

区
域

の
設

定
」

 
資料編９－８ 

に
よ

り
実

施
す

る
も

の
と

す
る

。
 

併
せ

て
市

は
、

警
戒

区
域

を
設

定
し
た

こ
と

を
市

全
域

に
周

知
す
る

等
、

適
切

に
情

報
提

供
を

行
う
。

 

 ２
 

警
戒

区
域

内
の

防
犯

対
策

 

市
は

、
警

戒
区

域
内

で
の

犯
罪

の
発

生
を

抑
止

し
、

地
域

の
安

全
、

避
難

者
の

安
心

を
確

保
す

る
た

め
、

警
察

、

消
防

及
び

自
衛

隊
と

協
力

し
、

二
次

災
害

に
留

意
し

て
警

戒
区

域
内

に
人

が
立

ち
入

ら
な

い
よ

う
警

戒
活

動
を

行
う

。

ま
た

、
警

察
は

警
戒

区
域

内
の

治
安

維
持
に

努
め

る
。

 

 第
６

節
 
交

通
規

制
 

警
察

及
び

道
路

管
理

者
は

、
噴

火
警
戒

レ
ベ

ル
に

応
じ

て
表

1
5
の
示

す
実

施
基

準
に

よ
り

交
通

規
制

を
実

施
す

る
。
 

な
お

、
本

市
は

第
６

次
避

難
対

象
エ
リ

ア
の

た
め

、
交

通
規

制
の
必

要
性

は
噴

火
の

状
況

に
応

じ
て
判

断
す

る
。

 

 

表
1
5
 
交

通
規
制

の
実

施
基

準
 

実
施

時
期

 
交

通
規

制
エ

リ
ア

 
交

通
規

制
対

応
 

噴
火

警
戒

レ
ベ

ル
３

 
第

１
次

 

避
難

対
象

エ
リ

ア
 

・
入

山
規
制

に
係
る

登
山

口
等

へ
の

進
入

規
制
 

・
登

山
口
へ

の
接
続

路
等

の
一

部
規

制
 

・
警

戒
レ
ベ

ル
４
に

備
え

た
交

通
規

制
の

準
備

 
等
 

噴
火

警
戒

レ
ベ

ル
４

 
第

１
次

～
第

２
次

 

避
難

対
象

エ
リ

ア
 

・
一

般
住
民

の
避
難

開
始

に
伴

う
道

路
交

通
規

制
の

開
始

 

・
警

戒
レ
ベ

ル
５
及

び
噴

火
に

備
え

た
交

通
規

制
の

準
備

 

・
渋

滞
の
抑

制
措
置

 
等

 

噴
火

警
戒

レ
ベ

ル
５

 
第

１
次

～
第

３
次

 

避
難

対
象

エ
リ

ア
 

・
避

難
行
動

要
支
援

者
用

車
両

の
優

先
的

避
難

に
必

要
な

措
置

 

・
渋

滞
の
抑

制
措
置

 
等

 

噴
火

発
生

後
 

第
１

次
～

第
４

次
 

避
難

対
象

エ
リ

ア
 

・
避

難
誘
導

の
た
め

の
交

通
誘

導
 

・
溶

岩
流
の

流
下
ラ

イ
ン

を
踏

ま
え

た
交

通
規

制
 

等
 

  第
７
節

 
避

難
路

等
の

堆
積

物
の

除
去

 

１
 

除
灰

等
に

係
る

対
応

 

道
路

上
に

火
山

灰
が

お
お

よ
そ

３
c
m
以

上
堆

積
す

る
と

、
降

雨
時

に
は

二
輪

駆
動

車
の

走
行

が
困

難
と

な
る

こ
と

か
ら

、
避

難
路

や
緊

急
輸

送
路

（
以

下
「

避
難

路
等

」
と

い
う

。
）

が
通

行
不

能
と

な
る

お
そ

れ
が

あ
る

（
図

４
参

照
）
。

こ
の

た
め

道
路

管
理

者
は

、
平

常
時

よ
り

気
象

庁
か

ら
発

表
さ

れ
る

降
灰

予
報

等
を

参
考

に
し

た
除

灰
作

業
の

体
制

や
作

業
開

始
の

タ
イ

ミ
ン

グ
等

を
検

討
し

、
作

業
の

安
全

性
を

確
保

し
た

う
え

で
、

速
や

か
に

避
難

路
等

の
除

灰
作

業
を

実
施

す
る

。
 

ま
た

、
噴

火
発

生
後

、
市

は
、

火
山

灰
の

堆
積

状
況

に
応

じ
、

県
に

避
難

路
等

の
降

灰
堆

積
状

況
を

報
告

す
る

と

と
も

に
、

必
要

に
応

じ
、

県
、

国
（

国
土

交
通

省
）
、

自
衛

隊
等

に
対

し
、

除
灰

や
障

害
物

除
去

の
た

め
の

支
援

要
請

を
行

う
。

 



 
 

 

図
４
 

道
路

へ
の

影
響

が
生

じ
る

降
灰
堆

積
厚

 

 

 ２
 

道
路

除
灰

等
作

業
計

画
の

作
成

 

道
路

管
理

者
は

、
避

難
路

等
の

う
ち

自
ら

が
管

理
す

る
道

路
の

道
路

除
灰

等
作

業
計

画
を

、
以

下
に

示
す

内
容

に

よ
り

予
め

策
定

す
る

。
 

こ
の

中
で

、
降

灰
の

状
況

等
に

よ
り

除
灰

作
業

用
資

機
材

の
確

保
等

が
困

難
な

場
合

に
は

、
合

同
会

議
に

お
い

て

調
整

す
る

。
 

（
１

）
降

灰
状

況
の

把
握

体
制

 

（
２

）
堆

積
し

た
灰

の
状

況
に

応
じ
た

除
灰

方
法

の
検

討
 

（
３

）
調

達
可

能
な

除
灰

作
業

用
資
機

材
の

把
握

 

（
４

）
優

先
除

灰
路

線
の

設
定

 

（
５

）
人

員
、

資
機

材
投

入
パ

タ
ー
ン

の
検

討
 

（
６

）
資

機
材

用
の

燃
料

確
保

 

（
７

）
仮

置
き

場
の

設
定
 

（
８

）
輸

送
ル

ー
ト

の
設

定
 

（
９

）
最

終
処

分
方

法
、

処
分

場
所
の

決
定
 

 ３
 

除
灰

作
業

用
資

機
材

の
確

保
 

 
 

大
量

の
降

灰
に

備
え

て
、

市
、

県
及

び
道

路
管

理
者

は
、

平
常

時
か

ら
除

灰
作

業
用

資
機

材
を

保
有

し
て

い
る

機

関
の

把
握

や
支

援
に

関
す

る
協

定
締

結
等

を
検

討
し

、
噴

火
状

況
判

明
後

は
、

国
（

国
土

交
通

省
）

や
自

衛
隊

、
他

自
治

体
等

へ
の

支
援

要
請

等
を

行
い

、
除
灰

作
業

用
資

機
材

の
速

や
か
な

確
保

に
努

め
る

。
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 ４
 

火
山

灰
等

の
処

分
 

 
 

避
難

路
等

の
除

灰
作

業
で

収
集
し

た
火

山
灰

は
、

図
５

に
示

す
手
順

に
よ

り
処

分
を

行
う
。
 

 

  

図
５

 
火

山
灰

の
処

分
手

順
 

 ５
 

火
山

噴
火

に
伴

う
流

下
物

に
係

る
対

応
 

火
山

噴
火

に
伴

う
流

下
物

（
溶

岩
流

、
融

雪
型

火
山

泥
流

な
ど

）
に

対
し

て
は

、
重

要
な

施
設

へ
の

被
害

を
軽

減

す
る

た
め

、
事

前
対

策
と

し
て

導
流

堤
や
堆

積
工

等
の

設
置

を
検

討
す
る

。
 

流
下

物
に

覆
わ

れ
た

後
は

、
速

や
か

に
除

去
作

業
を

実
施

す
る

が
、

大
量

の
流

下
物

に
よ

り
道

路
が

厚
く

覆
わ

れ

除
去

作
業

に
時

間
を

要
す

る
場

合
や

火
山

活
動

の
状

況
等

に
よ

り
除

去
作

業
が

困
難

な
場

合
は

、
合

同
会

議
に

お
い

て
迂

回
路

を
検

討
す

る
。

 

 第
８
節

 
広

域
避

難
 

１
 

広
域

避
難

の
調

整
・

実
施

 

市
は

、
市

内
で

安
全

な
避

難
所

等
の

確
保

や
避

難
者

の
収

容
が

困
難

で
あ

る
と

判
断

し
た

場
合

、
県

と
広

域
避

難

に
つ

い
て

協
議

し
実

施
す

る
。

 

市
は

、
受

入
市

町
決

定
後

、
県

及
び
受

入
市

町
と

連
携

し
て

、
避
難

先
と

な
る

受
入

避
難

所
を

決
定
す

る
。
 

な
お

、
受

入
避

難
所

の
収

容
可

能
人

数
や

噴
火

活
動

の
状

況
等

か
ら

、
調

整
さ

れ
た

市
町

以
外

の
県

内
市

町
や

、

山
梨

県
、

神
奈

川
県

へ
の

避
難

が
必

要
と

な
っ

た
場

合
に

は
、

県
を

通
じ

て
広

域
避

難
者

の
受

入
れ

を
要

請
す

る
。

た
だ

し
、

更
な

る
広

域
避

難
先

の
拡

大
が

必
要

と
な

っ
た

場
合

、
県

は
国

や
全

国
知

事
会

を
通

じ
て

他
の

都
道

府
県

へ
の

受
入

れ
を

要
請

す
る

。
 

 ２
 

受
入

避
難

先
の

開
設

 

市
は

、
広

域
避

難
の

実
施

を
判

断
し

避
難

者
の

受
入

先
市

町
が

決
定

し
た

の
ち

、
直

ち
に

市
職

員
を

受
入

先
市

町

に
派

遣
し

、
受

入
先

市
町

の
指

示
に

従
い
避

難
所

の
開

設
準

備
を

行
う
。

 

 第
９

節
 
避

難
所

の
管

理
・

運
営

 

避
難

所
の

管
理

・
運

営
は

、
原

則
と

し
て

避
難

者
を

中
心

と
し

た
避

難
所

運
営

組
織

が
主

体
と

な
っ

て
行

う
。

避

難
初

期
に

お
い

て
運

営
体

制
が

整
わ

な
い

場
合

、
自

主
防

災
会

及
び

地
区

支
部

員
が

地
域

防
災

計
画

や
避

難
所

運
営

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

に
従

い
円

滑
な

避
難

所
運
営

が
で

き
る

よ
う

支
援

す
る
。

 

 第
1
0
節

 
避

難
の

長
期

化
に

備
え

た
対

策
 

１
 

避
難

者
の

健
康

管
理

 

市
は

、
保

健
師

や
D
W
AT

、
福

祉
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
な

ど
を

活
用

し
、

避
難

所
等

の
巡

回
な

ど
に

よ
り

避
難

者
の

健
康

状
態

を
把

握
し

、
必

要
な

支
援

を
実

施
す
る

。
 

 ２
 

一
時

帰
宅

措
置

の
対

応
 



 
 

市
は

、
火

山
活

動
が

小
康

期
に

入
っ

た
場

合
、

合
同

会
議

に
お

い
て

、
避

難
者

の
一

時
帰

宅
を

検
討

す
る

。
一

時

帰
宅

措
置

の
実

施
に

当
た

り
、

警
察

、
消

防
及

び
自

衛
隊

に
協

力
を

要
請

す
る

と
と

も
に

、
十

分
な

安
全

対
策

を
講

ず
る

。
 

一
時

帰
宅

措
置

を
実

施
す

る
際

に
は

、
一

時
帰

宅
を

希
望

す
る

住
民

等
を

募
集

し
、

一
時

帰
宅

者
名

簿
を

作
成

し
、

警
察

、
消

防
、

道
路

管
理

者
等

と
共

有
す

る
。

ま
た

、
一

時
帰

宅
者

と
常

に
連

絡
が

取
れ

る
よ

う
、

携
帯

電
話

や
ト

ラ
ン

シ
ー

バ
ー

な
ど

を
活

用
し

、
緊

急
時
に

お
い

て
避

難
や

退
去

の
指
示

を
確

実
に

伝
達

す
る
体

制
を

と
る

。
 

 ３
 

宿
泊

施
設

等
へ

の
避

難
の

検
討

 

避
難

生
活

が
長

期
化

す
る

こ
と

が
見

込
ま

れ
る

場
合

、
市

は
、

避
難

所
に

加
え

て
ホ

テ
ル

や
旅

館
等

の
活

用
を

検

討
し

、
避

難
者

の
負

担
軽

減
を

図
る

よ
う
努

め
る

。
 

 ４
 

被
災

者
へ

の
住

宅
供

給
 

（
１

）
基

本
的

な
考

え
方

 

市
は

、
避

難
が

長
期

間
に

及
ん

だ
場

合
、

自
宅

へ
の

居
住

が
困

難
と

な
っ

た
避

難
者

に
公

営
住

宅
の

あ
っ

せ
ん

や
民

間
賃

貸
住

宅
の

情
報

提
供

を
行

う
な

ど
、

応
急

的
な

住
宅

の
供

給
を

検
討

す
る

。
住

宅
確

保
、

再
建

支
援

の

フ
ロ

ー
は

図
６

の
と

お
り

。
 

 

 

 

図
６
 

住
宅

確
保

・
再

建
支

援
フ

ロ
ー
（

例
）

 

 

（
２

）
噴

火
発

生
後

（
被

災
後

）
の

対
応
 

 
 

①
応

急
的

な
住

宅
供

給
 

 
 

 
 

市
及

び
県

は
、

自
宅

損
壊

等
に

よ
り

居
住

で
き

な
く

な
っ

た
被

災
者

の
た

め
、

静
岡

市
地

域
防

災
計

画
に

基
づ

き
応

急
仮

設
住

宅
を

建
設

す
る

ほ
か

、
応

急
仮

設
住

宅
の

建
設

に
は

時
間

を
要

す
る

こ
と

か
ら

、
公

営

住
宅

の
災

害
時

の
一

時
使

用
や

、
民

間
賃

貸
住

宅
を

災
害

救
助

法
第

４
条

第
１

項
第

１
号

の
応

急
仮

設
住

宅

と
し

て
借

り
上

げ
る

措
置

に
よ

り
、

避
難

者
の

住
宅

を
確

保
す

る
。

た
だ

し
、

民
間

施
設

を
借

り
上

げ
る

場

※
出

典
：

富
士

山
火

山
広

域
防

災
対

策
検

討
会

報
告

書
（

平
成

1
7

年
７

月
）
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合
は

、
仮

設
住

宅
と

み
な

す
期

間
を

検
討
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

に
留

意
す
る

。
 

 
 

 
 

ま
た

、
公

営
住

宅
へ

の
一

時
入

居
が

迅
速

に
行

え
る

よ
う

、
平

常
時

か
ら

定
期

的
に

公
営

住
宅

の
空

き
状

況
を

把
握

し
て

お
く

と
と

も
に

、
民

間
賃

貸
住

宅
に

つ
い

て
も

、
業

界
団

体
等

か
ら

定
期

的
に

空
き

状
況

を

把
握

で
き

る
体

制
を

構
築

し
て

お
く

。
 

 
 

②
長

期
的

な
住

宅
供

給
 

 
 

 
 

市
は

、
災

害
が

終
息

し
て

仮
設

住
宅

を
撤

去
す

る
段

階
と

な
っ

て
も

、
自

力
で

住
宅

を
確

保
で

き
な

い
避

難
者

に
対

し
て

は
、

公
営

住
宅

の
供

給
に

よ
り

住
宅

確
保

を
支

援
す

る
。

ま
た

、
民

間
賃

貸
住

宅
を

借
り

上

げ
て

公
営

住
宅

と
し

避
難

者
に

転
貸

す
る

な
ど

、
民

間
賃

貸
住

宅
を

公
営

住
宅

と
し

て
活

用
す

る
こ

と
も

検

討
す

る
。

 

住
宅

の
補

修
や

再
建

に
お

い
て

は
、

被
災

者
生

活
再

建
支

援
法

の
居

住
安

定
支

援
制

度
の

適
用

や
住

宅
再

建
資

金
の

貸
付

等
に

よ
り

支
援

を
行

う
。
 

 

第
1
1
節

 
警

戒
区

域
・

避
難

指
示

の
解

除
等

 

１
 

警
戒

区
域

の
縮

小
又

は
解

除
 

市
は

、
警

戒
区

域
の

縮
小

又
は

解
除

を
判

断
・

決
定

す
る

に
当

た
り

、
合

同
会

議
に

お
い

て
、

関
係

機
関

と
協

議

す
る

。
ま

た
、

警
戒

区
域

を
縮

小
又

は
解

除
す

る
こ

と
を

防
災

行
政

無
線

や
メ

ー
ル

、
ラ

ジ
オ

等
を

活
用

し
住

民
等

に
周

知
す

る
。
 

 ２
 

避
難

指
示

等
の

解
除

 

市
は

、
噴

火
状

況
判

明
後

、
火

口
の

詳
細

な
位

置
や

流
下

方
向

・
流

下
速

度
が

特
定

さ
れ

、
溶

岩
流

の
流

下
す

る

範
囲

が
明

ら
か

に
な

っ
た

時
点

で
、

溶
岩

流
の

到
達

可
能

性
が

低
い

区
域

に
お

け
る

避
難

指
示

の
解

除
を

検
討

す
る

。

避
難

指
示

を
判

断
・

決
定

す
る

に
当

た
り

、
合

同
会

議
に

お
い

て
、

関
係

機
関

と
協

議
す

る
。

ま
た

、
避

難
指

示
を

解
除

す
る

こ
と

を
防

災
行

政
無

線
や

メ
ー

ル
、

ラ
ジ

オ
等

を
活

用
し

、
住

民
等

に
周

知
す

る
と

と
も

に
、

帰
宅

に
先

立
ち

、
必

要
に

応
じ

、
避

難
対

象
区

域
ご

と
に

帰
宅

の
手

順
や

経
路

な
ど

を
定

め
た

帰
宅

計
画

を
作

成
し

、
住

民
等

を
対

象
と

し
た

説
明

会
等

を
開

催
す

る
。
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